
第９５回 研究倫理審査委員会【議事要旨】

日 時 平成３０年５月１０日（木）

午後１３時３０分～午後１５時００分

場 所 本学 大会議室

出 席 者   （外部委員） ☑飯塚 雄一 委員 

              ☑春日 順子 委員 

              ☑鶴原 栄美子 委員 

       （内部委員） ☑岡安 誠子 委員 

              ☑中川  忠彦 委員 

              ☑橋本 由里 委員 

              ☑秦 幸吉  委員 

              ☑藤田 小矢香 委員 

※(五十音順)

（記録）佐々木泰輔（事務室管理課）

Ｎｏ．２４０の審査について、橋本由里委員は申請者のため審査から除外し７名

で審査を行った。

〈 議 事 〉

１．委員長、副委員長の互選について

秦委員が委員長に、岡安委員が副委員長に選出された。

２．申請（３件）の審査について

１）Ｎｏ．２３７

申請者：小川 智子

課題名：保健師が専門職としての自信を獲得する現任教員プログラムの開発

結果：【承認】

２）Ｎｏ．２３８

申請者：平松 喜美子

課題名：島根県中山間地域におけるフレイル予防のための運動に関する介入

研究

結果：【条件付き承認】

なお、結果を伝える際に、以下のことを申し添えた。

・ヒアリングで出た意見について検討いただき、修正いただいたものを、再度審

査委員会で確認させていただきたい。

（主なヒアリング内容）

（委員）Ｐ１１｢質問用紙｣の回答にナンバーは不要ではないか？

（申請者）承知した。削除する。

（委員）研究対象者の拘束時間はどの程度か？



（申請者）一人当たり２時間程度だと思われる。

（委員）夏場の時期にも調査があり、対象者も高齢のため配慮が必要ではないか。

（申請者）参加者全員に水分補給ができるよう計画をしている。また、調査時間短

縮のために研究者が計測機器のトレーニングを実施して対応する。

（委員）そのことを計画書・説明分に記載されたい。

（申請者）承知した。

３）Ｎｏ．２４３

申請者：石橋 照子（ヒアリング：松谷 ひろみ）

課題名：糖尿病療養者に対するうつ予防のためのヘルスツーリズム実施によ

る効果の検証

結果：【条件付き承認】

なお、結果を伝える際に、以下のことを申し添えた。

・ヒアリングで出た意見について検討いただき、修正いただいたものを、再度審

査委員会で確認させていただきたい。

（主なヒアリング内容）

（委員）別紙２の調査用紙について研究協力者は糖尿病患者のため視力に難がある

場合も多い。見えやすいように配慮してはどうか。

（申請者）実際に調査で使用する用紙はカラー印刷で見えやすいと考えている。研

究メンバーで再度、検討する。

（委員）研究計画に研究協力者の医療スタッフがヘルスツーリズム終了後にフォー

カス･グループ･ディスカッションを実施するとある。研究協力者も研究対

象者になるのではないか。研究を二段階に分けて実施してはいかがか。

（委員）低血糖になった場合の対応について記載がない。安全性の観点から記載が

必要ではないか。

（申請者）承知した。

４）Ｎｏ．２４０

申請者：橋本 由里

課題名：小中学生の情動知能とストレスとの関連

結果：【条件付き承認】

なお、結果を伝える際に、以下のことを申し添えた。

・ヒアリングで出た意見について検討いただき、修正いただいたものを、再度審

査委員会で確認させていただきたい。

（委員）研究対象が子どものためデータ収集・回収方法、謝礼については特に注

意・配慮が必要である。研究の参加・不参加が子ども同士でわかってしま

うことを避けるため、文房具の謝礼はやめるべきである。

（委員）子どもたちを集合させると研究への参加・不参加が他の子どもにわかっ

てしまうため、例えば、解答用紙を持ち帰り、保護者のもとで回答させた

ものを投函するなど研究への参加が他の依頼者にわからないよう配慮いた



だきたい。

（申請者）承知した。

３．迅速審査で承認した申請（６件）の報告について

以下の６件について迅速審査で承認したことを秦委員長が報告した。

１）Ｎｏ．１８７変更

申請者：小田 美紀子

課題名：企業に勤める社会人とその家族に対するヘルスツーリズムを活

用したメンタルヘルス対策

２）Ｎｏ．２３２

申請者：佐藤 公子

課題名：自然災害時の避難行動ならびに非常食・衛生材料の準備状況に

関する調査

３）Ｎｏ．２３３

申請者：秦 幸吉

課題名：えごま油摂取が月経困難症に及ぼす影響

４）Ｎｏ．２１３変更

申請者：長島 玲子

課題名：分娩後尿失禁の慢性化予防を目的とした形態学的エビデンスに

基づく殿筋運動の検証

５）Ｎｏ．２３５

申請者：松本 祐香

課題名：看護大学生の自己教育に関する縦断研究

６）Ｎｏ．２３６

申請者：三瓶 まり

課題名：修士課程における助産師教育の現状と課題

４．ホームページの開設について

ホームページの開設案について藤田委員より資料をもとに説明があった。意

見を元にホームページ開設に向けて準備を進めることとなった。

～ 以上 ～

議事記録者名(事務室管理課：佐々木泰輔)




